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金属除去治療だけで改善しない皮膚疾患とは？
歯科と皮膚科・耳鼻咽喉科・内科医が連携する医療

歯
性病巣感染や扁桃などの慢性炎
症病巣，または金属アレルギー
が原因で二次的に皮膚症状を発

現させることがある．それが医科のみで
治せる疾患なのか，歯科治療が関係する
ものなのかを判断し，適切な治療へ導く
必要がある．本書では歯科医と皮膚科・
耳鼻咽喉科・内科医の連携治療をとおし
て，疾患の鑑別および対処法を，実践例
とともに解説する．

●サイズ：A4判　●128ページ　●定価　本体6,800円（税別）

■金属アレルギーを訴える患者の
　対処法
■皮膚科からの返信の読み方

■歯科と関連性のある皮膚疾患

■パッチテストとは

■金属除去治療（抗原除去療法）の
　実際と留意点
■歯性病巣感染治療

■実際に治療をしていくうえでの
　Q ＆ A 15

Chapter４　歯性病巣感染治療

　病巣感染症とは「身体のどこかに限局した慢性炎

症があり，それ自体はほとんど無症状か，わずかな

症状を呈するにすぎないが，遠隔の諸臓器に反応性

の器質的および機能的な二次疾患を起こす病像」1

と定義される．

　本稿では，病巣感染症がどのような概念のもとに

現在まで変遷してきたのかを論じる．歴史に埋もれ

たかのような病巣感染症をいまここで捉える意味に

まで言及したい．それぞれの時代の頭文字を取って

ABC の期間に分けた（表 1）．

A：Ancient times（古代）
有史～19世紀中頃まで

　医聖と呼ばれるヒポクラテスの時代には，抜歯に

よって関節炎が治癒したという記述がある．似たよ

うな報告はアメリカ独立宣言に署名した一人で，医

師でもあったベンジャミン・ラッシュによって19世

紀初めになされている．

　東洋では，越婢加朮湯という処方は，薬効に湿疹，

関節炎，腎炎などが挙げられる．一方で風邪の初期

にも頻用される．このように漢方では関節リウマチ

など関節疾患に風邪薬が使われることが多々ある．

　これは洋の東西を問わず古の医療者が，経験的に

風邪や歯周炎などの感染症と関節炎などの慢性疾患

の関係に気がついていたことの証といえるだろう．

しかし，この時代はまだ細菌などの微生物が発見さ

れておらず，病因論が混沌とした時代であった．こ

れを前近代医療時代として Ancient times の頭文字

から A 期とする．

 

B：Bacteriological era
（細菌学の時代） 1850年頃～

　公衆衛生の勃興，顕微鏡の発達，X 線の発見など

それまでの医学からめざましい進歩を遂げていく時

代である．とくに細菌の発見により，病巣感染症と

いう用語が生まれたともいえよう．これを bacteria

の頭文字から B 期とする．B 期は B 1（前期）と B ２（後

期）に分けて考える．

B１期　１850年～

　19世紀半ば頃からリスターの消毒法の発見やコッ

ホらによる微生物の発見によって医学が大きく変

わっていく．この時期が病巣感染症の黎明期とも

いえる．1891年に Oral cosmos 誌に「病巣感染症

（Focal Infection)」という用語が初めて記載された．

そして1900年の W. ハンターによる oral sepsis とい

う考えが興り，さらに F. ビリングや E.C. ロースノ

ウといった病巣疾患の中興の祖ともいえる人々が活

躍し，まさに病巣感染症の「どんちゃん騒ぎ」と表現

されたこともある．冒頭の定義もこの時代になされ

たものである．膨大な研究を残した W.A. プライス

の偉業もこの時代の遺産である．ただし治療は，原

病巣をただ外科的に除去するという，A 期とあまり

変わらないものであった（図 1）．

 

B2期　１945年～

　A. フレミングによる発見から奇跡の薬といわれ

たペニシリンが実用化されるようになった．そして，

細菌感染症は薬剤により制御できるという考えが生

まれた．さらに，免疫学の発達から病巣感染症の概

念が少しずつ変容する．B 1 期には病原菌の血行性

の伝播による発症と単純に捉えられていた機序が，

自己免疫異常やアレルギーの関与が説かれるように

なる．治療は，外科的一辺倒だった原病巣の除去から，

抗生剤の使用やより改良された歯髄への充填剤など

の登場により保存治療へと変わっていく．歯科では，

1980年代に，G.E. マイニーが感染根管からの病巣

感染症にふたたび光を当てた．ただ，大勢の病因論

としては象牙細管などに潜む細菌が血行性に伝播す

るというまだ細菌学の範疇に留まっていた．B 1 期

に花咲いた病巣感染症説は，時代とともに懐疑的な

声も大きくなり急速に忘れ去られていく．図 2にメ

期間 時代 文中の人物 学説・治療

A ～19世紀半ば ヒポクラテス，ベンジャミン・ラッシュ，張仲景 体液説，ミアスマ（瘴気），傷寒論

B１ 1850年～
W. ハンター，F. ビリング，E.C. ロースノウ，

W.A. プライス

微生物の発見
抜歯，四肢切断，摘出術など外科的治療

B２ 1945年～ 片浦明克，G.E. マイニー 抗生剤，免疫抑制剤など保存的治療

C 2000年～ 堀田修 生活習慣改善，ハイブリッド治療

表 1　病巣感染症の歴史的変遷

註）年代分けや用語はあくまでも筆者の主観により，病巣感染症の概念をわかりやすく捉
えるためのものである．

図 1　当時の資料．「病巣感染症の治療は独創的でもあるが，

侵襲的でもあった」とある．

図 ３　2004年に TIME 誌の表紙掲載され，特集された「The 

Secret Killer」．

図 2　メルクマニュアル（現 MSD マニュアル）における病巣

感染症の記載ページの量の変遷．
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1 ＡＢＣで理解する
病巣疾患の歴史
感染症から炎症へ

今井一彰

福岡県開業：みらいクリニック

図 2 a～f　初診時（２0１
７年１１月）の口腔内写真

．f：₇頬側に膿瘍形成
．
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はじめに

　完治できずに幾度と
なく繰り返される手荒

れの症

状が，口腔内の歯およ
び歯周組織の治療によ

って劇

的に改善することがあ
る．

　今回は１5年以上も手
荒れを繰り返して来た

患者さ

んが，歯周病治療と
2本の歯の根管治療に

より手荒

れが治った症例を紹介
する．

症例

患者：50歳，男性，歯
科技工士．

主訴：１5年前より手荒
れがひどくなり皮膚科

を受診．

その都度ステロイド軟
膏を処方されていたが

，この

半年で仕事に支障をき
たすほど症状が悪化し

た．

現病歴：皮膚科でパッ
チテストを行うも金属

反応は

なく，レジンが原因で
はないかといわれた．

仕事柄

気をつけていたが，取
引先の歯科医院にてメ

タルフ

リーの治療を受けても
手荒れは一向に治らず

，当院

図 1 a，b　初診時（２0１
７年１１月）のエックス線

写真．a

b
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2 ．歯科治療により改善
された難治性の皮膚症

状
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図11a～e　２0１８年 6 月の口腔内写真．

図13a～ｃ　２0１9年１0月時の状態．a：根管充填後のエックス線写真．b，c：手掌部の写真．

a

a b

りわずか １ か月（20１9年１0月）で手荒れは消失してし
まった（図13）．現在は口腔内，手掌部ともに安定し
ている．

考察

　根尖病巣（歯根破折も含む）や歯周病の起炎菌が病

巣感染の原因になることは多数報告され，また難治
性の皮膚症状が歯科治療により改善することも報告
されている．

　このような症例の場合，単純に金属アレルギーが
原因として高額なメタルフリー治療を進める前に，
皮膚科による診断とともに口腔内を精査し，病巣感
染の診断を行うことが必要と考えられる．

図12a，b　２0１9年 9 月の手掌部の写真．
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Chapter５　実際の症例から学ぼう！
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本書の主な内容

歯性病巣感染＆金属アレルギーの
医科歯科連携による治療例を紹介

病巣感染症の歴史とエビデンス，
代表的な疾患と治療法を解説
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その皮膚疾患 歯科治療で治るかも　医科歯科連携で治す歯性病巣感染＆金属アレルギー
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